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The nomadic is both the oldest and the youngest lifestyle. The term “digital nomad” describes people who 
choose to embrace a location-independent, technology-enabled lifestyle that allows them to travel and work 
remotely, anywhere in the world. But does this mean that places are no longer important anymore? This thesis 
aims to figure out what exactly makes digital nomads choose places to do their work and identified the place 
identity of these places. 





















































































































































図 2 Nomad List、CoWorking.Coffee、Workfrom に載せる東京都内の遊動拠点
の分布                           （著者作成） 
 
3.2.クラウドソーシングサービスにより研究地域を抽出する 












図 3 Nomad List が定めたレコメンド地域 
（Nomad List より） 










拠点として焦点を 当てる。各研究拠点の概要は表 1、表 2
に集約する。 
 
表 1 研究拠点としてのコワーキングスペース        （著者作成） 
 
















表 3 インタビュー調査概要                  （著者作成） 






調査日 2020 年 1 月 5 日 - 1月 10 日 
回答者数 3 人 0 人 1 人 






調査日 2020 年 1 月 11 日 – 1月 16 日 
回答者数 0 人 0 人 0 人 
表 4 インタビュー調査概要                  （著者作成） 








調査日 2020 年 1 月 17 日 - 1 月 22 日 
回答者数 2 人 1 人 2 人 




調査日 2020 年 1 月 23 日 – 1 月 28 日 
回答者数 5 人 5 人 3 人 
表 5インタビュー調査項目               （著者作成） 
 質問項目内容 
個人属性 ・ 被雇用者ですかフリーランスですか。 
・ 何をして生計を立てていますか。 
・ どこからの出身ですか。 





























対象 22 名、A～V と呼称する。 
4.3．調査結果分析 
4.3.1．個人属性 




ュニティサイトである Nomad List において、2019 年の 9
月から 12 月までのページビュー数（図 4）の中、英語母語
話者が 40 パーセント以上占めている。本研究の被調査者
の国籍割合もそれを示している。 
図 4 Nomad List のページビュー数の中、国の割合 































Workfrom 、Nomad List、WORK HARD ANYWHERE という結果
が出ている。 
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